





Class Plan for Individuality
MIYAZAKI Masayasu
 The purpose of this thesis is to help the primary school children think about their individuality. 
 It is very important for the children to foster individuality. Individuality is the identity of children.
 With regard to elementary school children, in the first half of the class, I will think about the 
advantage of fostering individuality. In the second half of the class, I will discuss individuality as 
harmony in society.
 Children's repressing their individuality when knocking against the society when children foster 
individuality and just setting it to the society are amusing. Children are expected to notice the 
individuality fostered while devising it in society. 
 Moreover, children are expected to catch their own individuality objectively by this class.
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学校新学習指導要領・生きる力・第 3 章道徳」の「第 2　 1. 主として自分自身に関すること（5）」）
　一方、小学校の高学年では、「自己」「個性」「自分」「自分らしさ」といったことが、考えられているが、
小学校中学年低学年では、それらにふれられていない。
　すなわち、「小学校新学習指導要領・生きる力・第 3 章道徳」〔第 5 学年及び第 6 学年〕「第 2　 1. 主
として自分自身に関すること（6）」では、「自分の特徴を知って、悪いところを改めよい所を積極的
に伸ばす」と、「自分」にふれられている。






































課題 1 11 分
課題 2 7 分
課題 3 13 分
課題 4 12 分
まとめ 5 分
























































































































































 友だちから新しい意見が出たら、授業ノートの J の枠のところに、書き加えなさい。
4 分間です。
　次の模造紙を用意して、黒板に貼る。
　　　　　　　　　　大        他人










































































































　こういう発言があったとして、さらに、Twitter や Facebook などで、自分らしさが同じ（似ている）
友だちが増えていくことをイメージした発言が、次々続いていく場合があるかもしれない。
　Twitter や Facebook などは、世界的な IT 化の流れのなかで大きく拡大しているネットワークであ
るが、メリットとデメリットがある。各学校では、Twitter や Facebook などについての対応がなさ
れていると思われる。
　時間をとって、メリットとデメリットをおさえたきちんとした授業をすることも必要と思われる。
　本時は、自分らしさの授業なので、Twitter や Facebook などをイメージした発言があっても、教
師は、他の発言と同様に、淡々と受け止めるのが良い。




























　「発問 4」において、上記の 3 つのような発言が出ることはまれと思うが、もしこうした発言があっ
ても、道徳授業としてはもちろん、他の生徒（児童）の発言と同様に、淡々と受容的に受け止める
と良いと思う。
注（1）　ここで自由なグループで意見交流させるのは、藤井英之宮原小学校長先生のアドバイスに
よる。
（2）　ここでチョーク・リレーで、生徒（児童）に意見を発表させるのは、下田喜久恵宮原小学
校教頭先生の実践にもとづく。
参考文献：自分（私）や他人（他者）などに関して、末木文美士『哲学の現場－日本で考えるとい
うこと－』（トランスビュー、2012 年）を参照。
後注：本稿は、藤井英之先生・下田喜久恵先生を始めとする有田市立宮原小学校の先生方との議論
に負うところがあります。なお誤りがある場合は、すべて宮崎に責任があります。
